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【第一章 緒言】 

 本研究は、１９９３年に J リーグが開幕したことに

より、競技力向上、競技人口の増加、競技人気、ユー

ス育成環境の整備において急成長を遂げた日本サッカ

ーの取り組みをモデルとして、ラグビーのジュニア・

ユース世代の育成環境の改善を検討するものである。 

 

【第二章 Jリーグの組織体制と取り組み】 

 J リーグ誕生前の日本サッカー界は長く低迷してい

た。J リーグ発足以前の日本サッカーは現在の日本ラ

グビー同様に日本サッカーリーグという実業団リーグ

とは異なり企業運動部のみではなく、クラブチームも

参加できるトップリーグとして活動していたが、低迷

脱却のためにプロリーグ設立を唱えた。常識的な発想

としては競技レベルがプロとしてふさわしいものに達

してからプロリーグ設立を考えるのであるのだが、日

本サッカー協会はプロにふさわしい環境を整えてはじ

めて競技力が上がるという逆転の発想から J リーグ発

足に至った。 

 

【第三章 日本ラグビー組織体制と取り組み】 

 ジャパントップリーグが開幕する以前の日本ラグビ

ーは主に各地域リーグとその上位チームで１９４８年

から２００２年まで行われた全国社会人ラグビーフッ

トボール大会、日本選手権大会で形成されていた。育

成に関しては、日本サッカーと同様に、日本ラグビー

においても良い選手を育てる為には良い指導者の育成

が重要と位置づけ、指導者資格の義務化を則している。

そのため、指導者養成事業を行い、その指導者養成事

業は３つの柱のもと行われている。また、目標達成に

向けて、それぞれ一貫した指導方針に基づいて、年齢

やレベルに応じた内容で構成されている。 

 

【第四章 J クラブ下部組織と中学・高校ラグビーとの

比較・検証】 

 それぞれの所属していたチームの選手に【練習環境】

【スタッフ・選手】【心理状況】【各所属チームに所属

して良かった点・一貫指導】【比較対象組織との最大の

違い】という 5 つのテーマに沿ってインタビューをし

た。ここから、メリットとデメリットを比較してどち

らが育成年代において理想の環境かを検証した。イン

タビューの結果はジュニアユースもユースどちらも部

活やラグビースクールでの活動よりもメリットが多く、

デメリットの少ない結果となった。育成年代に理想と

される育成環境は一貫指導を可能にし、メディカルも

含めたスタッフ体制の充実に努めることのできる「Jク

ラブ下部組織」のような組織であると考える。 

 

【第五章 J リーグから学ぶ今後の日本ラグビーの方向

性】                 

 ラグビーとサッカーの決定的な違いは育成に対する

考え方である。サッカーは日本代表の強化のためには

トップの強化と同時に育成が必要だと早い段階で気づ

いていた。しかし、ラグビーは日本代表の強化のため

にトップの強化ばかりに力を入れていたことがサッカ

ーとの大きな違いである。ラグビートップリーグも下

部組織を持つことで、育成強化に必要な一貫指導が可

能となるのではと思う。特に現在の日本ラグビーの人

口減少の原因として、中学、高校で続ける選手が少な

くなったことが挙げられる。ミニラグビーの人口は増

加していることから、この子どもたちがその後もラグ

ビーを続けていく環境を作る意味でもトップリーグ下

部組織の存在は大きな役割を果たすと考えられる。こ

のように、私は今後の日本ラグビーのトップ強化には

育成年代でのチームとしての一貫指導が必要不可欠だ

と考え、その為に、日本最高峰ラグビーリーグである

「トップリーグ」の下部組織を誕生させ、Jクラブユー

ス同様ジュニアとユースでの一貫指導を通じて強化し

ていくことを提唱する。 

 

【第六章 まとめ】 

・日本サッカーは J リーグ発足以前から育成年代の強

化を明確にし、取り組みをしてきた。 

・Jリーグ誕生により、Jクラブチームがチームとして

の一貫指導を可能にし、育成年代の強化がより進ん

だ。 

・日本サッカーは日本代表の強化をしていく上で、ト

ップの強化と同時に育成年代の強化にも力を入れてき

た。 

・今までの日本ラグビーは日本代表の強化をしていく

上で、トップの強化だけに固執し、育成に対する取り

組みが不十分だった。 

・日本サッカーの取り組みを参考にした結果、日本最

高峰ラグビーリーグである「トップリーグ」の下部組

織を誕生させ、J クラブユース同様ジュニアとユース

での一貫指導を通じて強化していくことを提唱する。 

    


